
いのちと自然の摂理① ホウセンカといのちの営み

葉序の規則性

ホウセンカの葉の並び順には規則性があって｢葉順(ようじ

ょ)｣と言います。右の写真をはホウセンカを真上から撮影し

たものですが、何か気づくことはありませんか。どの葉もま

んべんなく日光が当たるように規則正しくならんでいます。

しかも上の葉は小さく下の葉の日当たりを邪魔しない。これ

ぞ、いのちの仕組み、自然の摂理です。葉序とその開度(隣

の葉との開き)は植物によって様々です。ちなみにホウセン

カの葉序3/8は、360×３/８＝135(度)で、らせん状に葉が出

ます。葉序は１/２ → １/３ → ２/５ → ３/８…となって

いますが、分母と分子の関係には規則性があります。数学に

おいては「フィボナッチ数」と名付けられているものです。

ジャガイモ、パイン、カリフラワー等もホウセンカの葉と

同じように、渦巻き状にズレながら規則正しく並んでいます。

下右の写真は、今食材としてはやりのロマネスコというカリ

フラワーですが、同じように規則正しく葉序が並んでいます。

PukiWiki版 科学的逍遙の yu-ji.氏によると、この他にも松笠の種子（松ぼっくり）、ジ

ャガイモの芽の並び、パイナップルなどの実やイモにも、葉序は存在するとのことです。

横から見た様子…

次に横から見ると、葉序が互生（らせん状）であることや下部の茎や葉が赤いのに気づ

きます。この赤味は、アントシアニンという色素でモミジの赤と同じです。アントシアニ

ンは強い太陽光、特に紫外線をカットする働きがあります。発芽間もない茎や若葉を守る

ためにアントシアニンが合成されるのです。しかし、よく見ると茎が赤くないホウセンカ



も少数あります。これは、個体差によるものです。子ども

達には、人間もそれぞれ肌の色が違うのと同じだよと教え

ます。赤くないのは、①日光の当たり具合の違い ②日光

に強い遺伝を持つ個体の２通りの原因が挙げられます。

１枚の葉を詳しく見て

視点を１枚の葉に絞りましょう。形や葉脈をよく観察し

ます。葉脈は茎の維管束と連結して水や養分を供給し、デ

ンプンなどの合成産物を運ぶ通路となっています。子ども

達には「栄養や水分を運ぶいのちの道」と教えます。葉脈

をよく見るとアのように互い違いに枝分かれしているもの

が殆どです。子どもが概念的にかくウはあり得ません。例

えば車が高速道路のパーキングに入るのに、道路が直角よ

りも枝分かれの分岐のほうが、急に減速する必要もなくス

ムーズに進入できます。また、三分岐より二分岐の方が交

差点は混雑しません。葉脈も同じく交互に枝のように分岐

することで、養分や水分が効果的に行き渡るようになって

いるます。色水実験してみると、さらに細かく枝分かれし

て網目状になっている様がわかります。

部分⇔全体 スケッチ⇔写真 観察⇔色水実験

このようにホウセンカの観察は、部分をアップしたり、

上や横から見たりして視点を絞ることで、観点も自然と定

まってきます。そうすると全体を見る際も、詳しく観察で

きるようになってきます。真上から見れば光合成に効果的

な葉の付き方がわかり、１枚の葉を見れば光合成によって

合成されたデンプンの通路(葉脈）が効率的に張り巡らさ

れていることがわかります。細かく枝分かれした根毛も効果的な吸い上げにおいて、また

同様です。葉･茎･根あるいは上から・横から・地中から…それぞれの視点の観察を関連付

けることで、いのちの有機的、連続的な営みや全体像が見えてくるのです。また、観察と

実験は対応します。水分や養分の流れ(導管･師管)も､観察に加えて色水実験で検証するこ

とで､より確かなものとなります｡

自然やいのちの営みに迫る

ひとつの事象も上から見る、横から見る、全体を見る、一点に絞って見ることで、様々

な気づきがあります。さらに、それらの気づきを相互関連的に捉えることで、いのちや自

然の仕組み、全体像が見えてきます。見えないもの（地中）を見通すことで、その大事さ

を知り得ます。多様なものの見方や感じ方、捉え方を培ってきたいものです。生命の営み

や歴史文化は、人類に限らず生物の仕組みや進化の上に成り立っています。人もホウセン

カもまた、同じいのちの営みであることを実感させられる今日この頃です。
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